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注:略語説明

VOS3(Virtual-StOrageOperati〔gSystem3),VOSl/ES2(VOSl/ExtendedSystem2),VOSK(VOSKindness)

Hト∪×/WE2(HitachiUNIXソWorkstationExtended2),M旧S7/AS(MultipleOfficelnわrmatjonOperatingSystem7/Advanced

System),EAGLE/4G+(EffecliveApproachtoAchiev山gHighJevelSoftwareProd=Ctivity/4thGe=erationLa=糾age)
* UNIXオペレーティングシステムは,UN】Xシステムラボラトリーズ社が開発L,ライセンスしている｡

EAGLE/4G+分散開発環境の概念 ワークステーション上のEAGLE/4GLで各種定義を行うことにより,さまざまな

ターゲットのCOBOLプログラムを開発することができる｡

開発期間の短縮,開発･保守コストの低減など,

ソフトウェア開発への厳しい要求に対する切りネL

が,口立製作所が開発した第4世代言語EAGLE/4

GLである｡EAGLE/4GLは,VOS3,VOSl/ES2,

VOS K,MIOS7/ASおよびHトUX/WE2上のアプ

リケーションをワークステーション_Lで開発するク

ライアントサーバ型の分散開発環境であi),以‾卜の

特長を持つ｡

(1)業界標準のⅩWindowSystem削-およびOSF/

Motif黙2)準拠の臥‾l■/二Motif_卜で,統一されたオブジェ

クト指1らJ操作環境を実現した｡(2)ボタンやポップア

*l卜1‡黎望作所ソフトウェア開発本部

ップメニューなど,GUI(GraphicalUserInterface)

機能付き画面を待ったワークステーション向けアプ

リケーション開発が‾叶能である｡(3)伝票人力,伝票

訂止,マスタメンテナンス,検索という四つの業務

に対して対話サブパターンを設け,多種多様な対話

系業務プログラム開発の高生産性を実現した｡(4)サ

ーバステーション_卜のリボジトリ情報を画面･帳票

定義へ展開する機能,および歯向･帳票のテスト表

示機能(プロトタイプ技法支援)を実現し,システム

設計での生産性を飛躍的に向上させた｡
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n はじめに

開発期間の短縮,高品質かつ低コストな開発依頼の増

加,膨大な既存システムの維持コストの低減など,変化

する企業環境に合わせてソフトウェア開発の要求はます

ます厳しさを増している｡第4世代言語は,このような

中で伝票･帳票･台帳などを中心とした業務処理の効率

をⅠら止させるために登場した言語である｡伝票や伝票項

H,帳票,業務計算など,COBOLやPL/Ⅰ(Programming

La咽uage One)などいわゆる第3世代言語に比べてエ

ンドユーザーに近い概念を用い直接プログラミングする

ことによって記述を簡易にすると同時に,/卜産性を飛躍

的に向上させることを臼的としている｡

日立製作所は,このような高レベルのユーザーインタ

フェースを持つ言語として第4世代言語EAGLE/4GL

(Effective Approach to Achieving High LevelSoft-

wareproductivity/4thGenerationLanguage)を製品化

している｡EAGLE/4GLは,オープン化･分散化への対応

を柱とするトータルシステムコンセプト"FOREFRONT''1)

に基づいて確_ゞ/二した口立アプリケーション開発支援体系

CAPSDF(Computer-aidedApplicationSystemDevel-

opment Framework)の一つのツールとして位置づけて

(図=),アプリケーションの分散開発環境を実現するも

のである｡

ここでは,EAGLE/4GLの概要,分散開発環境として

見たときのEAGLE/4GLの特長,および周辺の日立製品

との関連について述べる｡

8 EAGLE/4G+の概要

2.1システム開発手順

EAGLE/4GLは,基幹業務開発用の高上h壷性言語として

開発されたものである2)｡EAGLE/4GLを川いたアプリケ

ーションシステムの開発手順を以下に述べる(図2参照)｡

(1)システム設計

対象アプリケーションが便川するデータベースやファ

イル,内向,帳票,バッチ帳票などを定義する｡

データベース,ファイル定義では,フィールド名,フ

ィールドの属性,ファイル編成,排他制御区分などをフ

※1)ⅩWindowSystemは,米国MIT(マサチューセッツ工

科人苧)のシステム名称である｡

※2)OSF/Motifは,OpenS()ftwareFoundatioll,1nc.の商

標である｡
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注:略語説明

CAPSDF(Compute卜aidedApplicationSystemD飢′elopmentFramework)

HIPJAN(HitachilntegratedPlanningProcedurefoHnhrmationSystems)

HIPACE(HitachiPhasedApproachforHighProduc山eComputerSystems

Engineering)

SEWB3(SoftwareEngineeringWorkbench3)

EAGJE/4GL(Effective ApproachtoAchieving HighJevelSoftwa｢e

Productトvity/4thGenerationLanguage)

図【日立アプリケーション間発支援体系におけるEAGLE/4

GLの位置づけ EAGLE/4GLは,本体系でSEWB3などとともに支

援ツールのひとつとして位置づけている｡

アイル仕様書として登録する｡画面定義では,データ上11

力位置のレイアウトや属性,けい線などを画面化様吉と

して登録する｡帳票定義では,ワークステーションプリ

ンタ用州ノJ帳票の様式として,帳票サイズ,印刷形式,

データ‖力位置のレイアウトや属性,けい線などを帳票

仕様書として登録する｡バッチ帳票定義では,帳票サイ

ズ,印刷形式,レイアウト,行程別(見出し行,明細キ‾f■,

合計行)などをバッチ帳票什様書として登蝕する｡
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図2 EAGLE/4GLにおけるシステム開発手順 システム開

発手順は,自動作表機能を用いた開発(図中破線のフロー)と通常の

開発(実線のフロー)に分かれる｡
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(2)プログラム設計

プログラム設計では,まず対象システムの業務目的に

従ってEAGLE/4GLが用意した業務パターンの中から

適合するパターンを選択する｡さらに,パターンに応じ

た処理構成定義を行う｡処理構成定義では,入7-‡りコ仕様

書名〔ファイル,内面,帳票など先の(1)で登録した什様書〕

などが登録される｡

(3)プログラム開発

EAGLE/4GLは,処理構成定義から半完成の処理仕様

書(EAGLE/4GLソース)を自動生成する｡この半完成処

理仕様書に対して,業務固有の処理の追加･修正などの

編集を施して処理仕様書を完成させる｡EAGLE/4GLは,

最終的に処理仕様書からCOI∃OLプログラムを自動翻訳

することにより,対象アプリケーションを完成させる｡

2.2 プロトタイプ技法

両面,帳票定義では,プロトタイプ技法を採用してい

る｡ワークステーション画面_Lで,ラフスケッチした画

面と帳票のイメージをテスト表示することができる｡従

来は,プログラムの作成,テスト終了後に初めて画面や

帳票をユーザーに確認してもらうという手順を踏んでい

たため,手泊二しがあるとシステム設計の段階にまでさか

のぼって画面を1ヰ設計する必要があった｡このプロトタ

イプ技法ではシステム設計の段階で,文字の大きさ,レ

イアウト,カラーなどの詳細仕様に至るまで適宜ユーザ

ーに確認してもらえるため,早期に画面や帳票イメージ

を確定することができ,生産性が向上する(図3)｡
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図3 テスト表示機能によるプロトタ

イプ技法支援 画面のレイアウト定

義,各種詳細定義に基づいて自動的に画面

イメージをテスト表示することにより,設

計結果の早期確認が行える｡
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2.3 自動作表機能

データベースやファイルの内容を直接印′子二する一覧表

や,小計や合計を印字する集計表などの帳票を出力する

業務のために自動作表機能がある｡この機能により,デ

ータベースやファイルの形式表示画面上で,帳票として

出力したい項Hを選択するだけでCOIiOLプログラムを

完全自動生成することができる｡すなわち,処理構成定

義や処理仕様書編集などの処埠が不要となる｡

E EAGLE/4GLの特長

EAGLE/4GLの恭本的な機能については,文献2)を参照願

う｡この辛では,分散開発環境上のツールとしてEAGLE/

4GLを弓垂化した部分,およびその特長について述べる｡

3.1マルチターゲットの分散開発環境

EAGLE/4GLでは,VOS3(Virtual-StOrageOperating

System3),VOSl/ES2(VOSl/ExtendedSystemProd-

uct2),VOS K(VOSKilュdness),MIOS7/AS(Multiple

OfficeI11formationOperatingSystem7/AdvallCedSys-

tem),H卜UX/WE2(Workstation Extended2)_Lで動

作するアプリケーションの開発を,それぞれのオペレー

ティングシステムに依存することなくワークステーショ

ン上で開発することができる｡同一のEAGLE/4GL言語

ソースから,それぞれのターゲットマシン向けの

COBOLプログラムを生成する機能を持っているのであ

る｡また,ワークステーションとターゲットマシンをネ

ットワークで接続することにより,クライアントサーバ

雪空の分散開発環境を実現することができる｡

3.2 対話サブパターンによる対話業務定義の強化

従来のEAGLE/4GLによる牛産性向卜は,COBOLで

開発を行った場合に比べて開発工数比でバッチ系プログ

ラムl開発が--lそ均5～6†桝半度,対話系プログラム開発が

平均2～3倍杵度と評価されている｡

バッチ系プログラム開発では,日勤作表機能などによ

って′1三産性血卜が期待できる｡一方,対話系プログラム

開プ芭では,従来からサポートしている対話パターンが基

本的な両面遷移だけしか提供しないため,業務に合わせ

た処理を追加する必要があり,これが生産性向上のネッ

クになっている｡図4にホすとおり,処理仕様書の自動

生成率がバッチ系では約80%なのに対し,対話系では

20～30%前後であることからも明らかである｡ここで日

掛生成率とは,処理構成定義から勺三成される(半完戌)処

理什様書のステッ70数と,完成までに追加･更新された

ステップ数の比率のことである｡対話系での高い自動生
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図4 処理仕様書の自動生成率データ ファイル更新や帳票

出力などのバッチ系は約80%,検索やデータエントリなどの対話系

は約20%の自動生成率であった｡

成率を得るため,対話業務に適合したパターンの提供が

強く望まれていた｡

対話サブパターンは,このような要ラドにこたえるため

に開発したものである｡対話業務での画面処理を,一占～-

一葉,多品一葉などに類型化すると同時に,対話業務で

のファイル処理を,画面との対応,人出力処理などの4

項臼の観一缶から類型化することによって図5にホす4サ

ブパターンを新たに設定した｡

対話サブパターンの通用により,半完成の仕様書に対

して従来行っていた追加･更新処理の約5割を日勤化で

きるため,自動生成率を約60%にまで向上させることが

できると考えられる｡

3.3 GUlへの対応

EAGLE/4GLは,業界標準のⅩWindow Systenlおよ

びOSF/Motifに準拠した口立Motif‥卜で構築している｡

オブジェクト指向のユーザーインタフェースを実ぢ且する

統一的な操作環境で,画面･帳票や処理構成などの定義

ができる｡

さらに,ワークステーション向けのアプリケーション

間発に対応するため,ボタンやポップアップメニューな

どを備えたウインドウ風の画面の定義を可能にした

(図6参照)｡同図中,GUI(GraphicalUserInterface)定

義用ボードによって,すでにレイアウト定義された河曲

に付加すべきGUI機能の定義を行う｡画面中に付加する

オブジェクト(プッシュボタン,ラジオボタン,スクロー

ルバーなど)を定義することができる｡
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売上伝票

得意先コード×XX 得意先名NNN

商品コード 商品名 売上数量 売上金額

×××× NNNN ZZ9 乙ZZ9

備考 ××××XXメ×××

確認X

伝票抹香ファイル

日
トラン

ザクション

ファイル

‡
伝票エントリ

伝 票

′笥ル
マスタファイル

(a)伝票エントリ/(ターン

商品マスタメンテナンス

商品コード××X

商品名 卸単価 在庫量 仕入れ先コード

NNNN ZZ9 Z.ZZ9 ×××X

確認X

‡
マスタメンテナンス

日マスタ

ファイル

参照ファイル

(c)マスタメンテナンスパターン

区分X 売上伝票

得意先コード×XX 得意先名NNN

商品コート 商品名 売上数量 売上金案頁

XXXX NNNN ZZ9 乙ZZ9

備考 ××XXXXXXXX

確認×

伝票訂正

トラン

ザクショ

ファイル

ン百
伝 票

参照ファイル

/日
顎イル

(b)伝票訂正パターン

商品マスタ検索

検索:商品コードXXX

選択 商品コード 商品名

×××XXXX

XXXXXXX

XXXXXXX

XXXXXXX

XXXXXXX

NNNNNNNNNNNNNN

NNNNNNNNNNNNNN

NNNNNNNNNNNNNN

NNNNNNNNNNNNNN

NNNNNNNNNNNNNN

商品コード

商品名

仕入れ先名

仕入れ電話番号
仕入れ単価

XXXX

NNNNNNNN

NNNNNNNN

XXXXXXXXX

ZZ,ZZ9

検許検 索

(d)検索パターン

参照ファイル

3.4 リボジトリ支援

サーバステーション_卜に構築されたリボジトリ州こは,

データ項H辞書として仕様情報が左義苗積されている｡

クライアント側のEAGLE/4GL7)所而･帳票定義で,こ

れらのデータ項目情報を参照･利什Jすることができる｡

これにより,痢而･帳票定義,ファイル定義などでの

項[]名称や属性などの再度入力を不要にすることができ

るので,項目定義を容易にすると同時に,データニ境目の

統一を阿ることができる｡また,終樺定義,什様諾二間関

連の-一覧をクロスリファレンス印刷でき,保ノ､f性の向__卜

を図ることができる｡

田 関連製品

第4仲代言語には,非左巧叩勺な業務を利m部門で血接

作成するための簡易言語と呼ばれるものから,コンビュ

図5 対話サブパター

ンの概要 4種顆の

対話サブパターンを前提

とするシステム構成を示

している｡

一夕の専門家(情封i処】型部門)が基幹業務処珊を開発する

ための高生産性言語と呼ばれるものまである｡_卜述の

EA〔;LE/4GLは,後石に代置づけられるものである｡t=/二

製作所にはこのほか,前者に位吊づけられる製■1■--として,

OFIS/POL(OfficeAutomationandIntelligeIICeSupport

Software/ProblenュOrientedLanguage),OFIS/FORM,

ETOILE/OP(EffectiveObjectOrielltedLanguagefor

EndUsers/OfficePr()CeSSOr)3)などがある｡これらの簡

易言語的な第4世代言語でも,分散処理への対Jふが進ん

でいる｡以Ii■に,これらのいくつかについて述べる｡

4.10FIS/POL

OFIS/POLは,パーソナルコンピュータ(以下,パソコ

ンと略す｡)からワークステーションまですべての機1阻卜

で稼動する,作表･集計機能を待った事務処坪∫-f‾けフト

ウェアである｡高精度の計算,表エリア不足の防止,ベ
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画面レイアウト定義

顧客コード

顧客名

入金区分

く○現金

く○手形

く〇蕃艮行振込

受)主データ入力

⊂:=コ 受注部門コード[:::=】

受)主データ

m

[亘亘∃ [三三:∃ [亘亘1

GUl定義用ボード(オブジェクトを配置するボード)

シート名称:画面定義(レイアウト定義)

シート(S) 編集(E) ヘルプ(H)

△

BOX種別

[::三亘□[三≡三∃

巨≡∃[三≡三∃

E≡∃[≡≡】

E≡ヨ ヒ≡亘]

スクロール

⊂][コ

⊂コl[::コl

雇員客名

入金区分

く〉現金

く)手形

(〇銀行振込

ボタンA

受)主データ

品名コード 品名 数量 金

ボタンB

▽

l>

GUけフジ工クト属性定義

選択したオフジ工クト

の属性をダイアログホlン
クスで定義

プッシュホタンノ菟■l生

ボタン数 [:::==】
ボタンサイズ ⊂::三重::::=≡≡=
ボタン向き 匹
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図6 GUl機能付き画面の定義 画面レイアウト定義を行っ

た画面について,GUl定義用ボードでボタンやポップアップメニュ

ーのレイアウトを定義し,GUlオブジェクト属性定義では,個々のオ
ブジェクトの属性を定義する｡

クトル概念を持づ計算式,ホストマシンとの連携がよい,

などの特長を持つ｡

OFIS/POLは単なる非定男竺業務支援だけでなく,分散

基幹業務のインタフェース開発のためのプロトタイプづ

くりを支援することもできる｡情報システム部門のメン

バーとエンドユーザーとが協ノJして,OFIS/POLを円い

て書式設計や計算式設計など業務の基礎づくりを行う｡

情報システム部門側では,ホストデータベースに蓄えた

データを検索しPOL糊表データに変換して,ホストマシ

ンの電子キャビネットに入れておくプログラムを作成す

る｡エンドユーザーは,キャビネットからPOLデータを

取り出したり,加_上結果のPOLデータをキャビネットへ

人れる部分を開発する｡キャビネットに入れられたPOL

データはホスト側で一括処押される｡情報システム部門

側は,Ⅰ)OL表の作成作業だけでよいし,エンドユーザー

側はホストの出力リストをもとにしたPOL表の作成作

業から解放される｡

4.2 0FIS/FORM

OFIS/FORMは,小規模な定型業務をコンピュータで

処理できるようにするエンドユーザーコンピューティン

グソフトウェアである｡画面人ノJ,検索処理,加工処理

など全部で16種類のパターンを持っている｡これらのパ

ターンを刹1み合わせていくことにより,販売管理での売

り卜げ,什入諾t,在倖管理や給与計算での月例給与,賞

与,午‾木調軽などの業務を構築できる｡業務を行う人が

簡単にコンピュータ処理できるようなシステムを作った

り,必要に応じてすぐ手促しすることができる｡

OFIS/FORMはスタンドアロン型で使用する以外に,

クライアント側のOFIS/FORMからサーバ_卜のデータ

ベースをアクセスするクライアントサーバ汽りの形態,ホ

ストコンピュータ⊥二のデータベースをダウンロードし,

ワークステーション上のOFIS/FORMでデータ処理を

行うホスト連携型の形態などをとることができる｡

8 おわりに

｢I寸二製作所での第4‾川イモ言語の考え方と分散開発環境

への対応について述べた｡この論文で扱ったツールは,

いずれもホスト中心の時代に′Lまれている｡その基本概

念は当初の理念を保ち続けてし-るものの,オフィスコン

ピュータ,さらにはワークステーション,パソコンの時代

へのめまぐるしい移行とともに,新しい機能の追加,分

散化への対応と,急速に変容を遂げつつある｡その状況

を少しでも†よえることができたならば辛いである｡
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